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の
開
催

択
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
２６
年
度

の
調
査
で
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
企
業

で
取
引
先
が
増
加
す
る
な
ど
、
本

県
の
産
業
振
興
に
貢
献
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　
外
航
ク
ル
ー
ズ
船
誘
致
に
よ

る
誘
客
の
取
組
み
を
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

　
　
Ｗ
ｉ

−
Ｆ
ｉ
環
境
や
多
言
語

表
記
な
ど
受
入
態
勢
の
整
備
を
図

る
と
と
も
に
、
本
県
の
文
化
や
豊

か
な
食
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、

平
成
２９
年
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
初
寄

港
を
成
功
さ
せ
、
継
続
し
た
寄
港

や
新
た
な
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘
致
に

結
び
つ
け
る
。
ま
た
、
日
本
海
側

の
港
と
連
携
し
船
社
招
聘
に
よ
る

視
察
を
行
う
ほ
か
、
東
北
の
経
済

団
体
と
連
携
し
た
誘
致
活
動
に
も

取
り
組
む
。
東
北
で
酒
田
港
の
み

が
、
１６
万
総
ト
ン
級
の
ク
ル
ー
ズ

船
が
入
港
可
能
で
あ
る
こ
と
も
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

阿部　昇司 議員
県政クラブ

（鶴岡市選挙区）

　
　
県
民
の
多
く
は
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
経
済

や
地
域
社
会
の
構
築
を
求
め
て
い

る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
県
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
の
か
、
次
期
知
事

選
挙
に
向
け
た
考
え
方
を
伺
い
た

い
。

　
　
人
口
減
少
の
深
刻
化
や
全
国

各
地
で
頻
発
す
る
自
然
災
害
の
激

甚
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
拡
大

な
ど
対
応
す
べ
き
課
題
が
増
大
し
、

外
航
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘
致

問答次
期
知
事
選
挙
に
向
け
た
考
え
方

問答

複
雑
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
に
ひ
る
む
こ
と
な
く
、
次
へ

の
飛
躍
の
好
機
と
捉
え
果
敢
に
挑

ん
で
ま
い
り
た
い
。
県
民
視
点
と

県
民
と
の
対
話
、
現
場
主
義
の
重

要
性
を
改
め
て
認
識
し
、
今
後
も

自
然
と
文
明
が
調
和
し
た
理
想
郷

山
形
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
た

い
。

　
　
国
、
県
、
市
町
村
が
減
災
の

た
め
の
目
標
を
共
有
し
、
豪
雨
災

害
時
の
大
規
模
な
浸
水
被
害
に
備

え
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
本
県

に
お
け
る
対
応
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
国
土
交
通
省
、
気
象
庁
、
都

道
府
県
、
市
町
村
で
河
川
の
大
規

模
氾
濫
時
に
お
け
る
減
災
対
策
協

議
会
を
組
織
し
、
平
成
２８
年
度
か

ら
５
か
年
で
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
の
対
策
を
推
進
し
て
い
る
。
本

県
で
は
、
中
小
河
川
の
流
下
能
力

を
早
期
に
向
上
さ
せ
る
た
め
、
堆

積
土
砂
や
支
障
木
の
撤
去
を
行
う

ほ
か
、
７０
河
川
を
水
位
周
知
河
川

等
に
指
定
す
る
な
ど
の
対
策
を
し

て
い
る
。

　
　
企
業
の
成
長
維
持
に
は
優
秀

な
人
材
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

若
者
の
県
内
定
着
・
回
帰
の
取
組

状
況
と
今
後
の
展
開
を
伺
い
た
い
。

　
　
本
県
の
対
応
と
し
て
は
、
山

形
労
働
局
と
連
携
し
て
、
企
業
に

求
人
の
早
期
提
出
を
要
請
し
て
い

る
。
ま
た
、
県
外
大
学
に
進
学
し

た
若
者
向
け
に
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職

の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
面
接

時
の
交
通
費
助
成
や
奨
学
金
返
還

支
援
制
度
を
創
設
し
、
総
合
的
に

若
者
の
定
着
・
回
帰
の
促
進
を

図
っ
て
い
る
。
今
後
は
、産
業
界
・

教
育
界
と
も
連
携
し
、「
山
形
で

働
き
た
い
」
と
い
う
機
運
を
醸
成

す
る
と
と
も
に
、
人
手
不
足
の
著

豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
た
対
応
状
況

問答若
者
の
県
内
定
着
・
回
帰
に
向
け

た
取
組
み

問答

し
い
分
野
の
実
態
調
査
等
を
行
っ

て
い
く
。

一
般
質
問
か
ら能登　淳一 議員

自由民主党

（村山市選挙区）

　
　
行
政
に
よ
る
米
の
生
産
数
量

目
標
の
配
分
が
廃
止
さ
れ
る
平
成

３０
年
以
降
の
稲
作
経
営
安
定
化
に

向
け
、
新
た
な
調
整
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
、
し
っ
か
り
と
生
産
調
整

す
べ
き
で
あ
る
。
県
と
し
て
こ
の

問
題
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
　
３０
年
以
降
の
本
県
の
米
の
需

給
調
整
に
係
る
対
応
を
で
き
る
だ

け
早
く
示
し
、
農
家
の
不
安
を
払

拭
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

県
や
農
業
団
体
、
市
町
村
、
生
産

者
代
表
等
で
構
成
す
る
ワ
ー
キ
ン

平
成
３０
年
以
降
の
米
の
需
給
調
整

問答

代
表
質
問
か
ら島津　良平 議員

自由民主党

（東置賜郡選挙区）

　
　
今
後
、
県
で
は
、
熱
利
用
の

拡
大
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
県
で
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
熱

の
利
用
が
特
に
進
ん
で
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
は
、
さ
ら
な
る

拡
大
の
前
提
と
な
る
燃
焼
材
の
確

保
に
向
け
関
係
部
署
と
連
携
し
て

い
く
。
ま
た
、
本
県
な
ら
で
は
の

特
徴
を
活
か
す
観
点
か
ら
、
温
泉

熱
や
地
中
熱
な
ど
多
様
な
熱
源
の

利
用
拡
大
に
向
け
て
取
組
み
を
強

化
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
効
率
的
利
用
の
面
か
ら
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
排
熱
利
用

や
、
熱
電
併
給
シ
ス
テ
ム
の
利
用

に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
　
中
小
企
業
支
援
に
関
す
る
補

助
金
が
不
採
択
と
な
っ
た
企
業
へ

の
支
援
と
、
県
の
中
小
企
業
ト
ー

タ
ル
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
の
実
績
と

成
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
国
の
補
助
金
が
不
採
択
の
場

合
は
県
の
中
小
企
業
ト
ー
タ
ル
サ

ポ
ー
ト
補
助
金
に
応
募
で
き
る
仕

組
み
と
し
、
こ
の
補
助
金
が
不
採

択
と
な
っ
た
場
合
は
、
次
回
の
補

助
金
採
択
に
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス

等
を
行
っ
て
い
る
。
県
の
補
助
金

は
制
度
創
設
以
来
３
年
間
で
１
１

３
件
、
６
億
７
６
０
０
万
円
の
採

熱
利
用
の
拡
大

問答中
小
企
業
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
補

助
金
の
成
果

問答

　
「
県
議
会
や
ま
が
た
」第
１５
号
は
、

９
月
定
例
会
の
内
容
を
中
心
に
、

８
月
か
ら
１０
月
に
か
け
て
の
議
会

活
動
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

活
動
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

９
月
定
例
会
の
概
要

　
９
月
１４
日
か
ら
１０
月
５
日
ま
で

の
２２
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

本
会
議
で
自
由
民
主
党
、
県
政
ク

ラ
ブ
に
よ
る
代
表
質
問
、
３
名
に

よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
さ
ら

に
予
算
特
別
委
員
会
で
８
名
の
委

員
に
よ
る
質
疑
・
質
問
や
常
任
委

員
会
で
の
審
査
を
経
た
う
え
で
、

平
成
２８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
、
知
事
提
出
の
２９
議
案
を
同

意
・
可
決
し
ま
し
た
。

　
請
願
は
４
件
上
程
さ
れ
、
３
件

が
採
択
、
１
件
が
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

　
意
見
書
は
７
件
発
議
さ
れ
、
全

て
原
案
ど
お
り
可
決
、
関
係
す
る

府
省
等
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
・
質
問
の
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

※‌‌

各
議
員
の
所
属
会
派
名
は
９
月

定
例
会
時
の
も
の
で
す
。

�月定ྫ会߸
ʦ̕月ఆྫ会ʧ本会ٞͰの୅ද࣭໰

～山形・宮城両県の発展と交流拡大のために～
　本県と宮城県の一層の発展と交流拡大を図るため、平成１８年に「宮城県議会・山形県議会交
流議員連盟」が設立され、毎年、両県が連携して取り組むべき諸課題に関する調査研究事業を
行っています。
　今年は、８月２４日に山形市内で総会、講演会及び意見交換会を開催しました。講演会では、
株式会社フィデア総合研究所社長の知久富雄氏を講師に招き、「宮城・山形両県の更なる交流・
連携の推進について」と題して講演いただきました。その後、両県の共通課題である「県境周
辺の連携強化や交通網の整備」、「観光誘客の推進」、「農林水産業及び商工業の相互補完」、「ス
ポーツ振興を通じた地域活性化の推進」の４テーマで分科会を開催し、両県議員間で課題解決
に向けた意見交換を行いました。

ୈ��߸ʗฏ੒��೥ʢ����೥ʣ��݄ൃߦʢ೥̐ճൃߦʣ



意見交換会の概要
　県議会では、高校生・大学生等の若者が県議会
を身近に感じ、また、政治への参加意識を高める
きっかけとなるよう、「生徒・学生との意見交
換会」を学校等の希望を踏まえ、開催しています。

意見交換会の実施状況（10月末時点）
　５月10日　日本大学山形高等学校
　５月26日　米沢商業高等学校
　６月14日　山形市立商業高等学校
　７月13日　山本学園高等学校
　７月21日　新庄神室産業高等学校
　９月６日　米沢東高等学校
　９月９日　山形盲学校
　９月13日　新庄南高等学校
　９月28日　専門学校山形Ｖ.カレッジ
　10月17日　鶴岡東高等学校
　10月25日　保健医療大学
　10月27日　山形南高等学校

今後の意見交換会の開催予定
　11月４日　東北公益文科大学
　11月15日　九里学園高等学校
　11月28日　農林大学校

～
創
刊
に
あ
た
っ
て
～

　
私
は
、
議
長
就
任
当
初
か
ら
県
民

の
皆
さ
ん
に
県
議
会
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
特
に
、
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以

上
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
や
、
若

い
世
代
の
投
票
率
が
低
い
状
況
な
ど

か
ら
、
若
い
皆
さ
ん
に
県
議
会
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
議
会
で
は
、
県
議

会
議
員
と
若
い
皆
さ
ん
が
率
直
に
意

見
を
交
わ
す
「
生
徒
・
学
生
と
の
意

見
交
換
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
た
び
若
い
皆

さ
ん
を
対
象
に
県
議
会
を
紹
介
す
る

広
報
紙
「
県
議
会
ナ
ビ
」
を
発
行
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
県

議
会
に
対
す
る
関
心
と
政
治
へ
の
参

加
意
識
が
よ
り
一
層
高
ま
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
本
紙
の
作
成
に
あ

た
っ
て
は
、
分
か
り

や
す
さ
、
読
み
や
す

さ
を
大
切
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
山
形
大

学
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
実
習
生
に
も

協
力
し
て
も
ら
い
、

若
い
方
々
の
視
点
を

取
り
入
れ
ま
し
た
。

　
本
紙
が
、
若
い
皆

さ
ん
が
県
議
会
を
身

近
に
感
じ
、
ま
た
、

政
治
へ
の
参
加
意
識

を
高
め
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
編
集
）

広
報
・
広
聴
委
員
会

編
集
後
記

米沢商業高等学校生徒との意見交換会の様子

意見交換会での主な話題
○若者が政治に関心を持つために、また、若者

の投票率を上げるために、どんな取組みをし
ているのか。

○県外に就職・進学した人を呼び戻すためにど
んな取組みをしているのか。

○増加する非正規雇用者や、女性が働きやすい
環境づくりのために、どんな対策を講じてい
るのか。

○奥羽・羽越新幹線の実現に向けて、どんな取
組みをしているのか。

○新庄・最上地域と仙台をより短時間で結ぶ新
たな交通機関をつくってほしい。

意見交換会の主な感想
○議員との対話は、貴重な経験となった。
○議員が、質問に対して分かりやすく丁寧に答

えてくれた。
○政治について理解することができ、政治に関

心を持つことができた。
○18歳選挙権について考えることができた。
○議員は山形県をより良くするために努力して

いるということが伝わった。

県 議 会 ナ ビ

イラスト
山形大学３年 金田耕哉さん

第31代　議　長
野　川　政　文

＜ナビゲーション１＞
　What’s 県議会?

県議会ホームページ 県議会を傍聴しませんか

生徒・学生との意見交換会を開催しています

＜ナビゲーション３＞
　意見交換会開催中！

＜ナビゲーション２＞
　選挙権年齢18歳以上に

（２ページへ）

（４ページへ）

（３ページへ）

　山形県議会はどんなところ？
私たちの生活とどんな関係があ
るの？

　議会のしくみや議員の名簿、議会の様々な活動
や日程などを紹介しています。
　また、本会議や予算特別委員会の生中継、録画
配信を見ることができ、会議録の検索もできます。
　ぜひ、ご利用ください。

　県議会の本会議や委員会は公開されており、ど
なたでも傍聴することができます。
　傍聴を希望される方は、当日、簡単な手続きを
するだけで、入場できます。
　ぜひ、県議会議事堂にお越しください。

http://www.pref.yamagata.jp/assembly/ TEL０２３－６３０－２８４０問合せ先

編集発行
山形県議会

〒990-8570
山形市松波2-8-1
TEL 023-630-2845

　私たちと同世代の人たちは、
何を考えているの？どんな意見
を持っているの？

　私たちの将来は誰が決めるの？
　私たちの将来のために、大切な
１票を投じましょう！

創刊号／平成28年10月発行

山形県議会 検 索

山本学園高等学校生徒との意見交換会の様子

　　県議会ナビ 平成28年１０月発行１ 県議会ナビ 平成28年１０月発行 ４

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

（
１
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
き
）

志田　英紀 議員
自由民主党

（鶴岡市選挙区）

　
　
海
上
保
安
庁
が
提
供
す
る
気

象
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
が
平
成

２８
年
９
月
で
終
了
す
る
と
、
岸
か

ら
離
れ
た
漁
場
で
は
、
気
象
情
報

を
得
る
手
段
が
な
く
な
る
。
代
替

手
段
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
　
携
帯
電
話
の
電
波
が
届
か
な

い
２０
海
里
以
遠
で
操
業
す
る
漁
船

の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、
当
面

の
対
応
と
し
て
、
船
舶
衛
星
電
話

を
装
備
し
た
漁
船
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
得
た
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
今

後
の
対
応
と

し
て
は
、
地

上
無
線
局
か

ら
の
情
報
提

供
な
ど
が
考

え
ら
れ
、
関

係
者
の
話
を

聴
き
な
が
ら

検
討
し
て
い

く
。

　
　
漁
業
近
代
化
資
金
の
漁
船

リ
ー
ス
事
業
の
融
資
率
を
現
在
の

８０
％
か
ら
１
０
０
％
に
し
、ま
た
、

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
も
負
担
が
多

額
の
場
合
、
県
の
支
援
措
置
を
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
漁
業
経
営
を
改
善
し
、
漁
業

生
産
の
維
持
拡
大
を
図
る
場
合
に

は
８０
％
を
超
え
る
融
資
が
可
能
で

あ
り
、
融
資
率
の
拡
充
を
前
向
き

に
検
討
す
る
。
国
の
補
助
制
度
に

海
上
保
安
庁
の
気
象
情
報
サ
ー
ビ

ス
終
了
に
対
す
る
漁
船
操
業
の
安

全
確
保
対
策

問答漁
船
リ
ー
ス
事
業
に
対
す
る
支
援

問答
予
算
特
別
委
員
会
の

質
疑
内
容

渋間佳寿美 議員
自由民主党

（米沢市選挙区）

　
　
世
界
中
で
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
る
滝
に
つ
い
て
、
滝
の

数
が
日
本
一
で
あ
る
本
県
の
観
光

面
で
の
取
組
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
山
形
Ｄ
Ｃ
な
ど
の
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
お
い
て
滝
を
取
り
上

げ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
ほ
か
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
滝
の
紹
介
や
、

滝
を
巡
る
ツ
ア
ー
等
の
Ｐ
Ｒ
に
よ

り
、
滝
を
活
用
し
た
誘
客
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
２８

年
度
は
、
東
北
観
光
復
興
対
策
交

付
金
を
活
用
し
て
、
県
内
の
約
２

３
０
本
の
滝
の
現
状
調
査
や
、
写

真
・
動
画
、
ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ
の

制
作
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

　
　
世
界
に
冠
た
る
日
本
の
交
番
・‌

駐
在
所
制
度
を
維
持
・
充
実
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
施
設
の
老
朽

化
の
現
状
と
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
全
て
の
交
番
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
整
備
し
て
い
る
。
駐
在
所
は

平
成
２８
年
度
末
ま
で
に
約
２７
％
に

整
備
す
る
予
定
で
あ
り
、
最
新
の

事
件
事
故
情
報
等
の
収
集
の
た
め
、

早
期
に
全
駐
在
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、

交
番
・
駐
在
所
の
約
３６
％
が
築
３０

年
を
超
え
て
お
り
、
万
一
の
時
で

も
十
分
に
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ

日
本
一
の
滝
の
数
を
活
か
し
た
観

光
誘
客

問答交
番
・
駐
在
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
と
老
朽
化
の
現
状
と
対
策

問答

う
、
今
後
と
も
計
画
的
か
つ
効
率

的
な
整
備
に
努
め
て
い
く
。木村　忠三 議員

県政クラブ

（米沢市選挙区）

　
　
山
形
新
幹
線
の
安
定
的
運
行

に
向
け
た
機
能
強
化
が
必
要
と
考

え
る
が
、
自
然
災
害
や
野
生
動
物

と
の
衝
突
に
よ
る
輸
送
障
害
を
減

ら
す
取
組
み
と
、
米
沢

−

福
島
間

の
防
災
対
策
の
進
捗
は
ど
う
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
よ

り
、
法
面
強
化
や
排
水
機
能
の
改

善
等
の
工
事
が
行
わ
れ
て
き
た
。

昨
今
の
気
象
変
化
の
影
響
等
に
よ

り
、
運
休
・
遅
延
の
状
況
に
あ
ま

り
改
善
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
米

沢

−

福
島
間
の
山
岳
区
間
の
抜
本

的
な
防
災
対
策
に
向
け
た
調
査
が

平
成
２７
年
度
か
ら
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　
　
高
齢
者
施
設
が
河
川
区
域
に

隣
接
し
て
い
る
区
域
に
つ
い
て
、

河
川
の
支
障
木
の
伐
採
な
ど
、
緊

急
的
な
河
川
管
理
上
の
安
全
対
策

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
支
障
木
の
伐
採
は
、
公
募
型

支
障
木
伐
採
事
業
に
よ
り
民
間
活

力
も
導
入
し
な
が
ら
計
画
的
に
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
河
川
砂
防
情

報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
の
配
信

頻
度
や
配
信
速
度
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
河
川
情
報
を
避
難

行
動
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

関
係
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

高
齢
者
施
設
等
の
安
全
対
策
に
努

め
て
い
く
。

山
形
新
幹
線
の
安
定
的
運
行
に
向

け
た
機
能
強
化

問答高
齢
者
施
設
の
河
川
管
理
上
の
安

全
対
策

問答

山科　朝則 議員
自由民主党

（新庄市選挙区）

　
　
県
産
木
材
の
需
要
増
大
に
対

応
す
る
た
め
、
安
定
的
な
供
給
体

制
の
整
備
、
計
画
的
な
伐
採
、
伐

採
後
の
再
造
林
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
今
後
ど
う
進
め
て
い

く
の
か
。

　
　
林
道
等
の
整
備
や
高
性
能
林

業
機
械
の
貸
付
事
業
に
よ
り
、
供

給
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。
ま
た
、

計
画
的
な
伐
採
や
再
造
林
の
推
進

の
た
め
、
森
林
組
合
等
に
よ
る
森

林
経
営
計
画
の
策
定
を
加
速
化
さ

せ
て
い
く
。
再
造
林
に
つ
い
て
は
、

国
庫
補
助
に
嵩
上
げ
し
て
支
援
し

て
い
る
が
、
今
後
、
新
た
な
支
援

策
を
検
討
し
、
最
終
的
に
は
、
再

造
林
率
１
０
０
％
を
目
指
す
。

県
産
木
材
の
供
給
体
制
の
整
備
と

再
造
林
の
推
進

問答

　
　
最
上
地
域
の
住
民
の
長
年
の

悲
願
で
あ
る
新
庄
病
院
の
改
築
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
工
程
で
進

め
て
い
く
予
定
か
。
ま
た
、
い
つ

頃
の
開
院
が
見
込
ま
れ
る
か
。

　
　
平
成
２８
年
度
に
ま
と
め
る
基

本
構
想
を
踏
ま
え
、
２９
年
度
に
具

体
的
な
診
療
機
能
、
病
床
規
模
等

に
つ
い
て
整
理
し
た
改
築
整
備
基

本
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
順
次
進
め
て
い
く
。
新
病
院

の
開
院
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
申
し
上
げ
ら
れ
る
段
階
で
は
な

い
が
、早
期
の
整
備
に
向
け
、し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
庄
病
院
の
改
築
整
備
の
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

問答

　
　
平
成
２８
年
度
創
設
の
看
護
職

員
修
学
資
金
に
つ
い
て
、
募
集
枠

の
４
倍
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た

が
、
２９
年
度
以
降
、
募
集
や
決
定

の
時
期
の
検
討
を
含
め
、
ど
の
よ

う
に
運
用
し
て
い
く
の
か
。

　
　
２９
年
度
以
降
の
修
学
資
金
に

つ
い
て
は
、
２８
年
度
の
応
募
状
況

を
踏
ま
え
、
看
護
協
会
な
ど
関
係

機
関
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
必

要
に
応
じ
た
貸
付
枠
を
設
定
し
て

い
く
。
ま
た
、
募
集
及
び
決
定
の

時
期
に
つ
い
て
は
、
進
学
先
が
看

護
系
の
学
校
、
養
成
所
で
あ
る
こ

と
等
の
確
認
が
必
要
で
あ
る
が
、

で
き
る
限
り
早
く
決
定
で
き
る
よ

う
工
夫
し
て
い
く
。

　
　
河
川
災
害
防
止
の
た
め
、
従

来
の
河
川
維
持
に
お
け
る
河
積
断

面
確
保
の
取
組
み
に
加
え
、
河
川

の
カ
ー
ブ
部
分
を
重
点
点
検
し
、

直
線
部
と
同
様
の
流
下
を
促
す
取

組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
平
成
２４
年
度
か
ら
実
施
の
河

川
流
下
能
力
向
上
事
業
を
、
２９
年

度
か
ら
５
年
間
継
続
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
現
在
、
河
川
流
下
能

力
向
上
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。

８
月
の
台
風
９
号
に
よ
る
災
害
を

踏
ま
え
、
河
川
の
カ
ー
ブ
部
分
及

び
橋
梁
付
近
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

恐
れ
の
あ
る
堆
積
土
砂
と
支
障
木

に
つ
い
て
は
優
先
的
に
対
応
す
る

こ
と
と
し
、
そ
れ
ら
を
把
握
す
る

た
め
の
再
調
査
を
今
後
実
施
し
て

い
く
。

看
護
職
員
修
学
資
金
制
度
の
運
用

の
方
向
性

問答河
川
災
害
の
防
止
に
向
け
た
取
組

み問答

楳津　博士 議員
無所属

（寒河江市選挙区）

　
　
県
立
高
等
学
校
に
お
け
る
県

外
志
願
者
の
受
入
れ
に
つ
い
て
、

現
在
の
検
討
状
況
と
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
平
成
２７
年
に
設
置
の
「
入
学

者
選
抜
方
法
改
善
検
討
委
員
会
」

で
は
、
入
学
者
が
定
員
に
満
た
な

い
状
況
が
続
く
学
校
や
学
科
で
の

県
外
志
願
者
の
受
入
れ
に
つ
い
て

意
見
が
出
て
い
る
。
今
後
、
検
討

委
員
会
か
ら
の
報
告
書
を
受
け
て
、

２８
年
度
末
ま
で
に
改
善
方
針
を
決

定
し
、
実
施
時
期
は
早
け
れ
ば
３０

年
度
入
学
者
選
抜
を
目
途
と
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
寒
河
江
工
業
高
等
学
校
の
校

舎
は
、築
５３
年
で
耐
震
性
が
な
い
。

安
全
な
校
舎
で
生
徒
た
ち
が
学
べ

る
環
境
整
備
に
早
期
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
る
が
、
改
築
に
つ
い
て
の
考
え

方
を
伺
い
た
い
。

　
　
同
校
の
校
舎
１０
棟
の
う
ち
６

棟
の
耐
震
性
が
基
準
を
満
た
し
て

お
ら
ず
、
耐
震
改
修
も
困
難
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
全
面
改
修
が
早
急

に
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
本
県

の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
、
適
切
な
時

県
外
か
ら
の
高
校
生
の
受
入
れ

問答寒
河
江
工
業
高
等
学
校
の
改
築
に

向
け
た
考
え
方

問答 せ
で
わ
」
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
仮
称
）
の
設

立
準
備
を
進
め
、「
西
の
伊
勢
参

り
・
東
の
出
羽
三
山
参
り
」
の
観

光
資
源
と
し
て
の
磨
き
上
げ
を
図

る
ほ
か
、
Ｐ
Ｒ
の
強
化
等
に
よ
り

ビ
ジ
ネ
ス
需
要
の
一
層
の
掘
り
起

こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
国
道
４８
号
の
大
雨
に
よ
る
事

前
通
行
規
制
解
除
に
向
け
て
宮
城

県
や
沿
線
市
と
の
連
携
し
た
取
組

み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
事
前
通
行
規
制
の
解
除
に
向

け
て
は
、
宮
城
県
及
び
近
隣
市
町

と
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
し
た
取

組
み
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
て
い

る
。
特
に
、
財
政
負
担
が
必
要
な

仙
台
市
の
理
解
が
必
須
と
な
る
た

め
、
知
事
が
率
先
し
て
仙
台
市
長

に
働
き
か
け
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

山
形
・
宮
城
両
県
と
仙
台
市
、
東

根
市
、
天
童
市
に
よ
る
勉
強
会
を

発
足
し
た
。
今
後
、
成
果
を
要
望

書
に
反
映
し
、
連
携
し
な
が
ら
国

土
交
通
省
に
働
き
か
け
て
い
く
。

小松　伸也 議員
自由民主党

（最上郡選挙区）

国
道
４８
号
の
強
化
に
向
け
た
取
組

み問答

大内　理加 議員
自由民主党

（山形市選挙区）

　
　
次
期
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に

お
い
て
、
事
業
評
価
の
方
針
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
今
後
の
事
業
評
価
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
活
動
指

標
と
活
動
実
績
、
成
果
指
標
と
成

果
実
績
、
事
業
内
容
の
妥
当
性
、

県
の
役
割
分
担
の
妥
当
性
と
い
っ

た
視
点
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
県

民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
示

せ
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
段
階
で

あ
る
。
様
々
な
観
点
か
ら
検
討
を

重
ね
、
次
期
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

に
し
っ
か
り
位
置
付
け
て
い
く
。

　
　
本
県
と
宮
城
県
の
連
携
に
関

す
る
基
本
構
想
「
Ｍ
Ｙ
ハ
ー
モ

ニ
ー
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
み
の
検
証
状
況
と
今

後
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

　
　
基
本
構
想
は
、
未
来
を
拓
く

東
北
の
中
枢
圏
域「
宮
城
・
山
形
」

の
形
成
を
将
来
像
に
掲
げ
、
平
成

１９
年
３
月
に
策
定
し
、「
宮
城
・

山
形
未
来
創
造
会
議
」
を
設
立
し

て
官
民
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
。
現
在
、
関
係
者
と
協
議
を

行
い
、
総
括
に
向
け
た
作
業
を
進

め
て
い
る
。
今

後
の
方
向
性
に

つ
い
て
は
、
総

括
の
結
果
等
を

踏
ま
え
、
２８
年

度
内
を
目
途
に

取
り
ま
と
め
た

い
。

次
期
山
形
県
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

に
お
け
る
事
業
評
価
の
方
針

問答山
形
県
と
宮
城
県
の
連
携
基
本
構

想
の
今
後
の
方
向
性

問答 グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
３０
年
以

降
も
当
面
は
需
給
調
整
を
行
う
こ

と
で
検
討
を
進
め
て
お
り
、
２８
年

１２
月
ま
で
に
基
本
的
な
考
え
方
を

ま
と
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
北
村
山
公
立
病
院
は
、
地
域

に
密
着
し
た
救
急
医
療
を
担
っ
て

い
る
。
県
民
の
安
全
安
心
を
確
保

す
る
た
め
、
北
村
山
公
立
病
院
に

対
す
る
財
政
支
援
等
に
つ
い
て
、

県
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
　
北
村
山
公
立
病
院
は
、
地
域

の
医
療
を
支
え
る
大
変
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
県
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
様
々

な
支
援
を
行
い
、
地
域
医
療
の
確

保
に
努
め
て
き
た
。
今
後
、
同
病

院
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
充
実
に
取
り
組
む
と
聞
い
て
お

り
、
県
と
し
て
は
、
こ
の
取
組
み

に
対
し
、
地
域
医
療
介
護
総
合
確

保
基
金
の
活
用
等
も
含
め
、
支
援

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

青柳　安展 議員
県政クラブ

（東根市選挙区）

　
　
山
形

−

名
古
屋
便
２
便
化
後

の
利
用
状
況
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
、
２
便
運
航
の
維
持
に
向
け
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
平
成
２８
年
４
月
か
ら
８
月
ま

で
の
利
用
実
績
は
前
年
比
１・
７

倍
と
順
調
で
あ
り
、
観
光
・
ビ
ジ

ネ
ス
双
方
の
需
要
拡
大
に
向
け
た

取
組
み
の
成
果
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
２
便
運
航
の
定
着
の
た
め
、

山
形
・
三
重
の
官
民
に
よ
る
「
い

北
村
山
公
立
病
院
の
医
療
の
充
実

問答山
形

−

名
古
屋
便
２
便
運
航
後
の

状
況

問答

　選挙権年齢が１８歳以上に引き下げられたことを踏まえ、
有権者となりうる高校生を中心とした若者に県議会を身
近に感じて興味を持ってもらうことを目的に、若者向け
広報紙「県議会ナビ」を１０月に発行し、県内の高校生等
に配布しました。

若者向け広報紙
「県議会ナビ」の発行
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願
書

志田　英紀 議員
自由民主党

（鶴岡市選挙区）

　
　
海
上
保
安
庁
が
提
供
す
る
気

象
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
が
平
成

２８
年
９
月
で
終
了
す
る
と
、
岸
か

ら
離
れ
た
漁
場
で
は
、
気
象
情
報

を
得
る
手
段
が
な
く
な
る
。
代
替

手
段
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
　
携
帯
電
話
の
電
波
が
届
か
な

い
２０
海
里
以
遠
で
操
業
す
る
漁
船

の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、
当
面

の
対
応
と
し
て
、
船
舶
衛
星
電
話

を
装
備
し
た
漁
船
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
得
た
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
今

後
の
対
応
と

し
て
は
、
地

上
無
線
局
か

ら
の
情
報
提

供
な
ど
が
考

え
ら
れ
、
関

係
者
の
話
を

聴
き
な
が
ら

検
討
し
て
い

く
。

　
　
漁
業
近
代
化
資
金
の
漁
船

リ
ー
ス
事
業
の
融
資
率
を
現
在
の

８０
％
か
ら
１
０
０
％
に
し
、ま
た
、

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
も
負
担
が
多

額
の
場
合
、
県
の
支
援
措
置
を
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
漁
業
経
営
を
改
善
し
、
漁
業

生
産
の
維
持
拡
大
を
図
る
場
合
に

は
８０
％
を
超
え
る
融
資
が
可
能
で

あ
り
、
融
資
率
の
拡
充
を
前
向
き

に
検
討
す
る
。
国
の
補
助
制
度
に

海
上
保
安
庁
の
気
象
情
報
サ
ー
ビ

ス
終
了
に
対
す
る
漁
船
操
業
の
安

全
確
保
対
策

問答漁
船
リ
ー
ス
事
業
に
対
す
る
支
援

問答

加
え
て
の
県
の
支
援
は
、
農
林
漁

業
者
に
対
す
る
他
の
支
援
制
度
と

の
バ
ラ
ン
ス
や
本
県
水
産
業
へ
の

効
果
等
を
踏
ま
え
、
今
後
検
討
す

る
。

今井　榮喜 議員
自由民主党

（山形市選挙区）

　
　
災
害
発
生
時
の
救
助
や
復
旧

活
動
を
迅
速
、
円
滑
に
進
め
る
た

め
の
災
害
関
係
の
法
律
の
改
正
状

況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
法
改
正
を

踏
ま
え
、
自
治
体
と
し
て
災
害
に

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か
。

　
　
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
等

に
よ
り
、
災
害
時
の
応
急
対
策
及

び
復
旧
活
動
の
た
め
、
市
町
村
長

等
は
、
倒
壊
建
物
や
瓦
礫
、
放
置

車
両
な
ど
の
移
動
や
撤
去
が
可
能

と
な
っ
た
。
県
と
し
て
は
、
総
合

防
災
訓
練
等
を
通
し
て
、
迅
速
に

こ
れ
ら
の
応
急
措
置
が
実
施
で
き

る
よ
う
、
万
全
を
期
し
て
い
く
。

　
　
福
島
県
に
お
け
る
避
難
者
に

対
す
る
住
宅
支
援
に
係
る
今
後
の

方
針
を
踏
ま
え
、
本
県
と
し
て
、

自
主
避
難
者
に
対
す
る
支
援
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
借
上
げ
住
宅
の
提
供
終
了
に

伴
い
、
経
済
的
な
事
情
で
住
宅
の

確
保
が
困
難
な
方
を
対
象
と
し
た

県
職
員
公
舎
の
無
償
提
供
に
つ
い

て
、
他
県
の
住
宅
支
援
の
状
況
も

勘
案
し
な
が
ら
、検
討
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
独
自
の
支
援
に
つ
い

て
、
他
県
の
例
な
ど
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

災
害
発
生
時
の
対
処
に
つ
い
て

問答福
島
県
か
ら
の
避
難
者
に
対
す
る

今
後
の
支
援
の
考
え
方

問答

期
を
捉
え
て
整
備
に
着
手
し
て
い

き
た
い
。

佐藤　藤彌 議員
自由民主党

（酒田市・飽海郡選挙区）

　
　
出
羽
三
山
の
日
本
遺
産
の
認

定
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
の
状
況

の
変
化
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
に

観
光
振
興
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
出
羽
三
山
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
方
々
を
は
じ
め
、「
出
羽
三

山
『
生
ま
れ
か
わ
り
の
旅
』
推
進

協
議
会
」
と
連
携
し
、
山
形
交
響

楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
や
Ｐ

Ｒ
映
像
の
制
作
等
に
よ
り
、
精
神

文
化
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
。

ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
向

け
、
ロ
ム
ア
ル
ド
・
デ
ル
・
ビ
ア

ン
コ
財
団
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

活
用
し
、
本
県
の
豊
か
な
観
光
資

源
を
全
世
界
に
発
信
し
て
い
く
。

　
　
酒
田
港
本
港
地
区
の
東
ふ
頭

上
屋
を
観
光
施
設
と
し
て
有
効
利

用
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
国
土
交
通
省
、
県
、
酒
田
市

に
よ
る
「
元
気
で
使
い
や
す
い
酒

田
港
検
討
会
議
」
で
行
っ
た
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
は
、
東
ふ
頭
上
屋
の
建

物
に
つ
い
て
、催
事
場
や
展
示
場
、

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
と
し
て
有

効
利
用
す
る
提
案
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
東
ふ
頭
上
屋
の
有
効

活
用
も
含
め
、
本
港
地
区
の
賑
わ

い
づ
く
り
の
た
め
の
取
組
み
を
、

地
元
関
係
者
や
酒
田
市
、
国
土
交

通
省
と
も
連
携
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

本
県
の
文
化
財
等
を
活
用
し
た
観

光
戦
略

問答酒
田
港
の
観
光
地
と
し
て
の
魅
力

向
上

問答

楳津　博士 議員
無所属

（寒河江市選挙区）

　
　
県
立
高
等
学
校
に
お
け
る
県

外
志
願
者
の
受
入
れ
に
つ
い
て
、

現
在
の
検
討
状
況
と
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
平
成
２７
年
に
設
置
の
「
入
学

者
選
抜
方
法
改
善
検
討
委
員
会
」

で
は
、
入
学
者
が
定
員
に
満
た
な

い
状
況
が
続
く
学
校
や
学
科
で
の

県
外
志
願
者
の
受
入
れ
に
つ
い
て

意
見
が
出
て
い
る
。
今
後
、
検
討

委
員
会
か
ら
の
報
告
書
を
受
け
て
、

２８
年
度
末
ま
で
に
改
善
方
針
を
決

定
し
、
実
施
時
期
は
早
け
れ
ば
３０

年
度
入
学
者
選
抜
を
目
途
と
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
寒
河
江
工
業
高
等
学
校
の
校

舎
は
、築
５３
年
で
耐
震
性
が
な
い
。

安
全
な
校
舎
で
生
徒
た
ち
が
学
べ

る
環
境
整
備
に
早
期
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
る
が
、
改
築
に
つ
い
て
の
考
え

方
を
伺
い
た
い
。

　
　
同
校
の
校
舎
１０
棟
の
う
ち
６

棟
の
耐
震
性
が
基
準
を
満
た
し
て

お
ら
ず
、
耐
震
改
修
も
困
難
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
全
面
改
修
が
早
急

に
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
本
県

の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
、
適
切
な
時

県
外
か
ら
の
高
校
生
の
受
入
れ

問答寒
河
江
工
業
高
等
学
校
の
改
築
に

向
け
た
考
え
方

問答

大内　理加 議員
自由民主党

（山形市選挙区）

　
　
次
期
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に

お
い
て
、
事
業
評
価
の
方
針
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
今
後
の
事
業
評
価
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
活
動
指

標
と
活
動
実
績
、
成
果
指
標
と
成

果
実
績
、
事
業
内
容
の
妥
当
性
、

県
の
役
割
分
担
の
妥
当
性
と
い
っ

た
視
点
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
県

民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
示

せ
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
段
階
で

あ
る
。
様
々
な
観
点
か
ら
検
討
を

重
ね
、
次
期
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

に
し
っ
か
り
位
置
付
け
て
い
く
。

　
　
本
県
と
宮
城
県
の
連
携
に
関

す
る
基
本
構
想
「
Ｍ
Ｙ
ハ
ー
モ

ニ
ー
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
み
の
検
証
状
況
と
今

後
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

　
　
基
本
構
想
は
、
未
来
を
拓
く

東
北
の
中
枢
圏
域「
宮
城
・
山
形
」

の
形
成
を
将
来
像
に
掲
げ
、
平
成

１９
年
３
月
に
策
定
し
、「
宮
城
・

山
形
未
来
創
造
会
議
」
を
設
立
し

て
官
民
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
。
現
在
、
関
係
者
と
協
議
を

行
い
、
総
括
に
向
け
た
作
業
を
進

め
て
い
る
。
今

後
の
方
向
性
に

つ
い
て
は
、
総

括
の
結
果
等
を

踏
ま
え
、
２８
年

度
内
を
目
途
に

取
り
ま
と
め
た

い
。

次
期
山
形
県
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

に
お
け
る
事
業
評
価
の
方
針

問答山
形
県
と
宮
城
県
の
連
携
基
本
構

想
の
今
後
の
方
向
性

問答

　１０月７日、野川議長が総務省を訪問し、山形新幹線の携帯電話
の不感区間の早期解消を求める意見書を、あかま二郎総務副大臣
に直接手渡しました。
　山形新幹線の福島以北の区間は、携帯電話の不感解消のための
対策工事が未着手であり、特に福島－米沢間のトンネルが連続す
る県境部では、断続的に携帯電話が繋がらない状況となっています。
　山形新幹線の利用者に与える影響
が大きいことに加え、東京オリンピッ
ク等の開催を契機として、インバウ
ンドの受入増加及び交流人口のさら
なる拡大が期待されることから、吉
村知事、県内経済団体の代表、大沼
参議院議員とともに、携帯電話の不
感区間の早期解消について要望を行
いました。

山形新幹線の携帯電話不感区間の
早期解消を求める意見書を国に提出

採
択
し
た
請
願

可
決
し
た
意
見
書

͍ͯͭʹԉࢧҭのڭ学ࢲ��˔
�ͼ高等ٴҭのແঈԽڭࣇ学校の଱਒Խิॿ等の֦ॆɺ༮ཱࢲ��˔
学校生徒ೲ෇ۚのެࠩ֨ؒࢲのੋਖ਼ΛٻΊΔ意見ॻのఏग़ʹͭ
͍ͯ

˔��201þ年౓ݝ༧ࢉʹ͓͚Δࢲ学ॿ成ؔ܎༧ࢉの֦ॆʹ͍ͭͯ

˔��๺ே઱の౓ॏͳΔ஄ಓϛαΠϧ発ࣹٴͼ࣮֩ٞ͠߅ʹݧɺࠃの
அͨݻΔରԠとࠃຽの҆શɾ҆৺の֬อΛٻΊΔ意見ॻ

˔��஍ํٞ会ٞһのް生年ۚ΁のՃೖΛٻΊΔ意見ॻ
˔��山ܗ৽װઢの෱ౡҎ๺ʹ͓͚Δܞଳి࿩ෆؒ۠ײのૣظղফΛ
ΊΔ意見ॻٻ

ͼ高等学校ٴҭのແঈԽڭࣇ学校の଱਒Խิॿの֦ॆɺ༮ཱࢲ��˔
生徒ೲ෇ۚのެࠩ֨ؒࢲのੋਖ਼ΛٻΊΔ意見ॻ

ΊΔ意見ॻٻΛࡦ಺ରࠃ೶業のສશͳݝ業Ͱ͋Δ本࢈װج��˔
˔��೶業೶ଜ੔උࣄ業༧ࢉの֬อΛٻΊΔ意見ॻ
˔��৿ྛɾྛ業ɾ໦࢈ࡐ業ࡦࢪ༧ࢉの֬อΛٻΊΔ意見ॻ

意見ॻΛख交͢Δ໺઒ٞ௕ʢӈʣɺ
͔͋·૯຿෭େਉʢࠨʣ
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米沢౦高等学校 ৽ঙೆ高等学校

ٞ会の֓ཁઆ໌の様子

ٞ৔ԋ૗会の様子

ٞ৔見学の様子

山ܗ໡学校 ઐ໳学校山ܗ õ̫ΧϨοδ

ٞ会の֓ཁઆ໌の様子 ٞ৔見学の様子

ٞ৔ԋ૗会の様子

௽Ԭ౦高等学校 อ݈ҩྍେ学 山ܗೆ高等学校

県議会は、年に４回（２月・６月・９月・１２月）定例会を開催します。
「県議会やまがた」は、各定例会の概要等をお知らせします。

˟ĀĀ0Ȃ8üþ0ç山ࢢܗদ೾̎Ȃ̔Ȃ̍ɹί�02úȂýú0Ȃ28ûü
ϗʔϜϖʔδΞυϨεçIUUQ���XXX�QSFG�ZBNBHBUB�KQ�BTTFNCMZ�

編 集
・
発 行

山 形
県議会

山ٞݝܗ会

ɹٞݝ会の本会ٞ΍ҕһ会͸ެ։͞Ε͓ͯ
ΓɺͲͳͨͰ΋๣ௌ͢Δ͜と͕Ͱ͖·͢ɻ
ɹ౰೔ɺٞݝ会ٞࣄಊʹ͓ӽ͍͖ͨͩ͠ɺ
؆୯ͳखଓ͖Λ͍͚ͯͨͩͩ͘͠Ͱೖ৔Ͱ
͖·͢のͰɺͥͻ͓ӽ͍ͩ͘͠͞ɻ

県議会を傍聴しませんか

問合せ先 ０２３－６３０－２８４０

　県議会では、公職選挙法改正による選挙権年齢の引下げを踏まえ、県議会議員との議論を通して、生徒・学生の皆さんに県議会を身近に感じ
てもらい、主権者としての政治参加意識の醸成を図ることを目的に、９月６日に米沢東高等学校、同月９日に山形盲学校、同月１３日に新庄南高
等学校、同月２８日に専門学校山形Ｖ．カレッジ、１０月１７日に鶴岡東高等学校、同月２５日に保健医療大学、同月２７日に山形南高等学校のそれぞれ
の生徒・学生の皆さんと「生徒・学生と県議会議員との意見交換会」を実施しました。
　参加した生徒・学生の皆さんからは、「選挙権年齢だけでなく成人年齢も引き下げるべきではないか」、「インターネットによる投票について
どう考えるか」、「子どもの貧困対策として県ではどのような取組みをしているのか」、「障がい者施策として県が力を入れていることは何か」、‌
「山形県は他県からどのような役割を期待されているのか」などの質問や意見が出され、活発な意見交換が行われました。

　県議会では、県民の皆さんに県議会を身近に感じていただく取組みの一環として、９月２７日、議場演奏会と議会見
学会を併せて開催しました。
　当日は、約１２０人の県民の皆さんが参加し、議場の見学や、予算特別委員会の傍聴を行ったほか、県議会の仕組み
や役割についての説明を聴きました。その後、議場において、山形交響楽団による弦楽合奏を鑑賞しました。
　参加した皆さんからは、「県議会を身近に感じられて良かった」、「こういった機会があれば、選挙への関心も高く
なると思う」、「今度は個人的に傍聴に来てみたい」といった感想が寄せられました。

生徒・学生との意見交換会を開催しました

議場演奏会と議会見学会を開催しました
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